　グループホームゆりはま運営推進会議　報告書　
	事業所名
	認知症対応型共同生活介護 グループホーム ゆりはま

	開 催 日
	令和7年5月28日（水）14:00～14:30（令和7年度 第1回）

	開催場所
	グループホーム　ゆりはま

	出 席 者
	構　成　区　分
	人数
	構　成　区　分
	人数

	
	地域住民の代表
	3名
	
	

	
	地域包括支援センター
	1名
	
	

	事業所

出席者
	グループホームゆりはま 
	1名
	入居者代表
	1名

	
	事務局
	3名
	入居者家族
	１名

	欠席者
	


【グループホーム　状況報告】令和7年3月2１日～令和7年5月20日）
	利用者の状況
	入 居 者
	１7名　（定員：１８名）

	
	年  　齢
	８1歳～１０5歳　（平均年齢：86.5歳）

	
	介護度別R７.5.20時点
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	平均介護度

	
	
	8名
	9名
	0名
	1名
	0名
	1.9

	入退居の状況
	新規利用者
	3名

	
	退  居  者
	4名


平均ご利用期間　約1年8ヶ月　　待機者（22名）
【行事関連報告】令和7年3月2１日～令和7年5月20日）
	月日
	活動名
	内容
	参加者

	3月下旬
	お花見ドライブ
	利用者と一緒に外出を行い、気分転
換を図る。桜並木を眺め、季節を味
わって頂く。
	利用者16名

	4月12日
	読み聞かせボランティア
	物語を聞き、想像力を豊かにし、脳への刺激を与える。また、手遊びや歌なども取り入れ、楽しい時間を過ごして頂く。
	利用者17名

	4月27日
	春の集い
	季節のお菓子を味わって、春を感じて頂く。
	利用者17名

	4月28日
	フラワーアレンジメント
	自分の思うとおりにお花を活けてもらい、楽しみながら達成感を得て頂く。
	利用者10名

	5月13日
	法話
	上杉住職を招き、仏教の教えなどの話を聞く。
	利用者17名

	5月16日
	ゆりはま大平園との花植え
	他施設との交流を図り、屋外で活動を行うことで気分転換を図る。
	利用者7名


※個人で、家族様と一緒に外出・外食・外泊もされています。また、近くにコンビニができ
たことで、買い物支援にも繋げています。
【研修】（令和7年3月2１日～令和7年5月20日）
	研修名
	目　　的
	備考

	車両操作・アルコールチェック方法
	安全な車両の操作と運転を行う。
	職員3名

	防災設備説明
	防災設備の説明と操作。
	異動・新入職員5名

	手指消毒研修
	職員の感染症対策意識向上のため
	全職員(必須)

	身体拘束廃止研修
	身体拘束を無くすための取り組みについて理解する。
各セクションで身体拘束が行われていないか考える機会を作る。
	全職員(必須)


5．事故報告関係（令和7年3月2１日～令和7年5月20日）　事故10件
	発生月
	件数
	介護度
	年齢
	発生時間
	内容
	対策

	3月
	1件
	4
	89
	8：30
	ベッド足側のフットボードに座ろうとしてバランスを崩して尻もちをつき、左側を下にして床に倒れられる。朝食後、居室で眠っておられたので、他の利用者対応中に起きられたことに気付くのが遅れてしまった。
	フットボードに座ったりされないよう、居室の環境を変更する。

こまめに、居室の確認を行う。

活動的な時は、居室ではなく、ソファーで休んでいただく。

	4月
	1件
	1
	90
	8：15
	大きな物音あり。共同トイレに行ってみると床に尻もちをついているのを発見する。足元が滑った可能性あり。また、バイタル測定で体温37.7℃あり。発熱の為いつもよりふらつきがあり尻もちをついてしまった可能性あり。
	普段の体調を観察し、歩行状態をみて必要に応じて付き添うなどの支援を行う。

靴の底が劣化しており、歩きにくい状態であった可能性ある為新しい物を家人に依頼する。

円背で転倒のリスクがある為トイレ動作の見守り、介助を行う。

	5月
	8件
	2
	90
	18：00
	口腔ケア時、下の義歯を確認するもなく衣服内、ゴミ箱、ベッド付近確認するも発見されず。C勤に報告し、ホール内探すも見つからず。
異動職員に離床時に義歯の確認を行うことが伝わっていなかった。
	職員間で起床時の義歯の確認を統一する。
離床時以外は、義歯を預かる。

	
	
	4
	86
	6：30
	他の利用者のトイレ介助中、ホールからガタンと音がする。急いで出てみるとホールの奥、6号室前で倒れているのを発見する。シルバーカーを使用せず、手にはバックを握っておられた。
	職員がどこにいても聞こえるようセンサーの音量を大きくする。

いつも見守りができるよう環境を整える。期間を設定して(効果確認日まで)、居室入口に鈴を設置する。居室から出て来られたら鈴が鳴るようにし、その時点で老人車の使用の有無が確認できるようにする。

・居室内におられる時の老人車のセッティング場所は、ベッドから立ち上がった際に目の前に老人車があり、すぐに使用できるようセッティングする。

	
	
	2
	90
	8：58
	歩行スペースに、机と椅子があり邪魔をしていた為、歩行器で机を押している姿があり。その際、バランスを崩し、机とソファーの間に後方へ下がるようにし、転倒される。レク材料を元に戻す為だった。
	レク材料の所定場所の変更をした。
ホール環境の見直しを行い、歩行スペースを広げた。



	
	
	4
	83
	22：00
	薬のセットをするため薬が保管されている場所に行くと、保管庫の上に夕食後薬1包が置いたままになっていた。錠剤を粉砕した後、3包あることを確認をしなかった。
	配薬ケースから取り出す際は、マニュアルに沿って服薬の包数や錠数を確認してから服薬介助行う。

粉砕後、配薬ケースに戻す際は、服薬の包数が3包あることを必ず確認する。

	
	
	4
	83
	10：35
	居室に案内し過ごしてもらうが落ち着きなし。何度も訪室し見守りしていたが、ベッドから立ち上がって、椅子を引っ張っているところを発見する。走り寄り支えようとしたが間に合わず椅子を持ったまま尻もちをつかれる。朝から活動的であった。
	人感センサーを設置し行動把握行う。

	
	
	2
	93
	16：45
	居室前を通りかかったら、自室のタンスの前で車椅子から転倒されているのを発見する。タンスの1番下の引き出しを閉めようとしたら膝から落ちたとの事。
	無理せず、できないと思った事があればナースコールを鳴らしたり、職員を呼んでもらう。

	
	
	2
	93
	14：30
	入浴が終了し車椅子に移乗し、脱衣所から出発しようと車椅子を押した直後、前に転落されてしまった。車椅子に深く座れていなかったかもしれない。
	車椅子には、深く座って頂き、フットサポートに必ず足を乗せて頂く。

・車椅子の移乗のさいには、2人体制で移乗し深く座って頂きズボンは完全に上げる。もしくは、カバーの装着は、居室に帰ってから行う。

	
	
	4
	86
	21：28
	足をベッド側に向けて、ベッドの方向を向いて床に長座位になっているのを発見する。本人がトイレに行こうと車椅子に移乗しようとして転倒したと思われる。
	こまめに巡回を行い行動を把握する。

人感センサーかセンサーマットの検討を行う。

臥床時はＬ字バーをまっすぐにしておく。


【感染症発生状況】
・コロナウィルスの診断…利用者1名
※3/20現在、感染症は発生していない。
【苦情・意見・要望について】
・お褒めの言葉
	誰が
	受付方法
	内容

	なし
	
	


・ご意見、要望
	誰が
	受付方法
	内容

	なし
	
	


【その他】
【会議での質問・意見など】
	質問・意見
	回答

	事故で尻もちつかれた際の対応はどうされていますか？
	全身観察し痛み等ないため様子観察行っています。

	3月事故1件　5月事故８件と多くなっていますがなぜでしょうか？
	短期間で利用者の入退所が続いたことや、また職員の異動時期も重なり、職員間での情報周知ができていないことも理由の一つとしてあるかと思います。利用者状況について職員間で情報共有を徹底し対応しています。

	職員配置で夜勤専門員2名配置となっていますが、１日交代でされているでしょうか？
	２ユニットあるため、１人ずつの配置となっている。夜勤専門員は月に16～20回夜勤を行っています。

	レークサイド4月総会にてグループホーム火災時の避難訓練の協力をお願いしています。
夜間想定避難訓練時に協力することをレークサイド総会で確認しました。
	地域との消防訓練等あれば施設職員も一緒に訓練に参加出来たらと思います。また、1戸建て住宅の日中の火災であれば、住民の方は、仕事に出ておられる方が多く、不在の場合が多いと思います。日中であれば、職員は数名いますので、初期消火活動など、協力していきたいと思います。


次回：令和7年度　第1回運営推進会議予定　令和7年7月30日（水）14：00～14：30
